
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行 公益財団法人屋久島環境文化財団 電話 0997-42-2911 

第２５６号 令和 3 年(2021 年) 10 月  

「屋久島憲法 100 周年記念シンポジウム」開催 
 屋久島憲法制定 100 周年を記念してシンポジウムを開催します。 

 会場：屋久島町総合センター（安房）／ライブ配信のハイブリット形式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このシンポジウムの内容の一部を、財団の「令和 3 年度 第 2・3 回屋久島研究講座」として位置づけ、

公認ガイドの登録・更新に必要な受講証明書を発行しますので受講証明書の必要な方は財団ホームペー

ジよりお申し込みください。（詳しくは屋久島町公認ガイドおよび観光協会ガイド部会のメーリングリス

トで送付いたします） 予約期間：10 月 20 日 10：00～11 月 5 日 16：00 

☆シンポジウムの主催は「屋久島憲法 100 周年記念シンポジウム実行委員会」です。内容につきまして

は「屋久島憲法 100 周年記念シンポジウム」公式フェイスブックをご覧になるか、または屋久島森林組

合までお問い合わせください。 

  

   

11 月 6 日（土） 

 13：00 開会 来賓挨拶・ヤクスギ苗木目録贈呈・シンポジウム主旨説明 

 13：30～17：00 記念講演 

       「屋久島憲法 100 年－『上屋久町郷土誌』編纂過程から見える屋久島像」 

       「屋久島憲法と屋久島国有林の経営について」 

       「離島経済の振興を森林・林業・木材産業の視点から考える」 

       「共有林の現状と今後のあり方」 

11 月 7 日（日） 

 10：00～11：45 総合討論①「屋久島憲法 100 周年－回顧と展望」 

 13：00～16：10 記念講演「屋久島のバイオマス資源利用の可能性」 

          総合討論②「屋久島憲法－レガシーの教訓」 

 16：20 閉会 

第 2 回研究講座対象

第 3 回研究講座対象 

屋久島環境文化村センター 

喫茶コーナー入居者募集 

 

１ 入 居 場 所  屋久島環境文化村センター１階（127.61 ㎡） 

２ 所 在 地  熊毛郡屋久島町宮之浦 823 番地１ 

３ 応 募 資 格  屋久島島内に店舗を有する法人等であること 

４ 応 募 締 切  令和３年 10 月 29 日（金）まで（当日消印有効） 

５ 応募方法等   郵送による。なお、応募希望の方は、応募に必要な書類、その他詳しい内容を 

         記載した「入居者募集要領」を送付又は配布しますので、次の問合せ先まで 

         御連絡ください。 

※問い合わせ先  〒890-8577 鹿児島県鹿児島市鴨池新町 10 番 1 号 

         鹿児島県環境林務部自然保護課自然保護係 弥栄（みえ） 

             TEL 099-286-2613  FAX 099-286-5546 



文化村センター 販売図書 新入荷の紹介 

「新海辺を食べる図鑑」 南方新社 

2,200 円（税込） 

海辺は食べられる生き物の宝庫である。し

かも、それが全てタダなのである。本書は、

著者が実際に自分で獲って食べた海藻、貝、

エビ・カニ、魚、川の生き物 158 種の見つけ

方、獲り方、下拵え、食べ方、保存方法を解

説している。いずれも、子供でも手軽に獲れ

ることを掲載の基準にしている。 

 この本一冊あれば、子供も大人も海辺がも

っと楽しくなるにちがいない。 

 

 
こちらも販売して

います。 

2,200 円（税込）

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【10 月 11 月の休館日】〇村センター 研修センター 共通 

 鹿児島県まん延防止等重点措置等に伴い臨時休館をしていましたが、10 月 1 日より再開しております。 

 10/11（月）、18（月）、25（月） 11/1（月）、8（月）、15（月）、22（月）、29（月） 

インストラクターだより 

『“秋”の語源をご存知ですか？』  インストラクター 小泉 沙織（りん） 

 暑かった夏が過ぎ、だんだんと肌寒くなってきたこの季節、みなさんはいかがお過ごしでし

ょうか。日中は、半袖でも過ごしやすい日もありますが、朝晩は冷え込み、すっかり秋の季節

になってきましたね。みなさんの身近なところでも、秋を感じる瞬間が増えてきたのではない

でしょうか。 

 秋といえば、食欲の秋・芸術の秋・読書の秋・スポーツの秋など、秋に結びつく言葉は数多

くありますよね。この季節になるとよく耳にする“秋”という言葉。この“秋”の語源をご存

知ですか？こう聞かれると「そんなこと考えたことなかったよ」という方が少なからずいらっ

しゃると思います。 

 秋の語源には、広辞苑によると「秋空がアキラカ（清明）であること」や「収穫がアキ（飽

き）満ちる季節」、「草木がアカク（紅く）なること」などがあるそうです。語源を初めて聞く

方でも、「なるほど～納得！」と、感じることができる意味ではないでしょうか。言葉の語源と

いう、普段、意識をしないものだったかもしれませんが、過ごしやすい気候で食材が豊富でお

いしく、紅葉が綺麗なこの秋を、より堪能できるヒントとなればと思います。 

 何気ない日常でも、私たち人と同じように、自然も常に動き続けています。日々変化してい

る日の長さや草木の様子など、冬になるまでの秋の季節を自然と共に楽しんでみませんか？ 

 

※HPでも販売中です。ファンクラブ特典に追加予定です。

寄付金をいただきました 

鹿児島県出身でプロボクサーの吉田実代様

から当財団宛に寄付金をいただきました。 

吉田様は「戦うシングルマザー」としてご活

躍されており、6月 29 日、後楽園ホールで行わ

れた「WBO 女子世界スーパーフライ級タイトル

マッチ 10 回戦」において、見事王座奪還を果

たしました。 

 屋久島の自然を守り、自然と共生する地域づ

くりを進めるための様々な活動、支援に活用さ

せていただきます。 


